
第 6 分科会 
健康・スポーツ・医療の現場で活躍できる 

人材教育の「場」の再考 

分科会概要： 
 健康・スポーツ・医療に関わる大学は、様々な指導者資格（健康運動指導士等）や国家資

格（看護師等）を取得した、現場で活躍 できる有能な人材の育成を担っている。一人ひと

りの「人（一般人、アスリート、患者等）」と関わるこれらの領域では、実際に現場 に出て

多くの事例を体験することが非常に重要である。しかし、コロナ禍で現場実習が様々な制限

を受け、従来通りの実習を 行うことが困難になる中で、課外活動、学内実習、オンライン

実習を活用した実習など様々な新たな工夫が行われてきた。様々な 取り組み事例やその利

点などを紹介していただき、これからの人材教育の『場』について考えたい。 
 

 

＜プログラム＞ 
9：30 趣旨説明   

京都先端科学大学 教授 谷口 有子 氏 

 
9：35 講演 1． 

「ストレングス＆コンディショニングコーチ育成に向けた取り組みと今後の展開」 

 京都先端科学大学 准教授 石井 泰光 氏  
 
10：15 講演 2． 

「オンライン実習から臨地実習まで－看護学生をそだてる看護学科の取り組み」 

京都先端科学大学 講師 那須ダグバ 潤子 氏 

 
10：55 休憩 

 
11：00 講演 3． 

「教育・研究・地域貢献を連携させた健康運動指導者の育成事例 

～コロナ禍で気づいたこと～」 

      国際武道大学 教授 井上 哲朗 氏 

 
11：40 質疑応答 


